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ら

れ

た

も

の

の

、

そ

の

後

実

際

は

、

鉄

鋼

業

を

中

心

に

国

家

主

導

に

よ

る

重

工

業

化

が

進

め

ら

れ

た

こ

と

の

影

響

も

大

き

か

っ

た

。

 

 

結

果

と

し

て

、

農

業

関

連

の

製

造

業

の

未

発

達

は

、

イ

ン

ド

経

済

に

二

つ

の

問

題

を

も

た

ら

し

た

。

第

一

は

、

就

業

の

非

農

業

化

が

遅

れ

た

こ

と

で

あ

る

。

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

占

め

る

農

業

の

比

率

は

一

定

の

ス

ピ

ー

ド

で

下

が

り

、

現

在

は

経

済

の

20

％

弱

に

ま

で

低

下

し

た

一

方

、

就

業

人

口

に

占

め

る

農

業

従

事

者

の

割

合

は

よ

り

小

幅

の

低

下

に

と

ど

ま

り

、

現

在

で

も

50

％

を

超

え

、

他

の

ア

ジ

ア

諸

国

と

比

較

し

て

も

高

い

水

準

に

あ

る

。

労

働

集

約

的

で

雇

用

吸

収

力

が

大

き

く

、

農

業

よ

り

も

労

働

生

産

性

が

高

い

農

業

関

連

の

製

造

業

へ

労

働

移

動

が

進

ま

な

か

っ

た

こ

と

は

、

イ

ン

ド

の

所

得

水

準

の

上

昇

を

阻

ん

で

き

た

。

 

 

第

二

は

、

輸

出

に

お

い

て

、

農

業

関

連

の

品

目

が

伸

び

悩

ん

で

い

る

こ

と

で

あ

る

。

イ

ン

ド

の

輸

出

に

お

け

る

農

業

関

連

品

目

の

割

合

は

、

全

体

の

21

％

と

一

人

当

た

り

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

が

イ

ン

ド

と

ほ

ぼ

同

水

準

に

あ

る

パ

キ

ス

タ

ン(

同

68

％

)

と

ベ

ト

ナ

ム(

同

42

％

)

に

比

べ

極

め

て

小

さ

い

。

通

常

、

低

位

中

所

得

国

に

お

い

て

、

農

業

関

連

品

目

は

貿

易

に

お

け

る

主

力

品

目

と

な

り

輸

出

の

拡

大

に

寄

与

し

て

い

る

が

、

イ

ン

ド

で

は

そ

う

し

た

様

子

は

み

ら

れ

な

い

。

農

業

関

連

品

目

の

輸

出

力

が

小

さ

い

こ

と

は

、

長

年

の

課

題

で

あ

る

高

水

準

の

貿

易

・

経

常

赤

字

の

原

因

の

一

つ

と

な

っ

て

い

る

。

 

 

ロ

シ

ア

に

目

を

転

じ

る

と

、

政

府

は

、

資

源

依

存

型

経

済

か

ら

脱

却

す

べ

く

、

ハ

イ

テ

ク

製

品

や

知

的

サ

ー

ビ

ス

分

野

の

育

成

を

政

策

目

標

と

し

て

掲

げ

て

い

る

。

実

際

、

日

本

を

は

じ

め

と

す

る

自

動

車

メ

ー

カ

ー

の

進

出

や

、

モ

ス

ク

ワ

郊

外

の

Ｒ

＆

Ｄ

集

積

地

｢

ス

コ

ル

コ

ボ

｣

や

カ

ザ

ン

郊

外

の

Ｉ

Ｔ

パ

ー

ク

な

ど

に

み

ら

れ

る

と

お

り

、

機

械

工

業

化

ま

た

ハ

イ

テ

ク

産

業

化

の

動

き

は

徐

々

に

進

ん

で

い

る

。

一

方

、

イ

ン

ド

の

経

験

は

、

強

み

を

維

持

し

つ

つ

徐

々

に

産

業

構

造

の

方

向

転

換

を

行

う

こ

と

が

、

遠

回

り

に

見

え

て

も

着

実

に

経

済

の

高

度

化

に

つ

な

が

る

方

策

で

あ

る

こ

と

を

示

唆

し

て

い

る

。

し

た

が

っ

て

、

原

油

・

天

然

ガ

ス

や

鉄

鉱

石

と

い

っ

た

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

鉱

物

資

源

大

国

の

強

み

を

活

か

し

、

引

き

続

き

化

学

、

石

油

化

学

お

よ

び

金

属

・

同

製

品

な

ど

関

連

す

る

製

造

業

を

育

成

す

る

こ

と

が

重

要

で

あ

ろ

う

。

 

 

昨

年

11

月

に

公

表

さ

れ

た

国

際

協

力

銀

行

の

日

系

製

造

業

に

対

す

る

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

を

見

る

と

、

①

法

律

と

制

度

の

運

用

、

②

投

資

許

認

可

手

続

き

、

③

通

関

手

続

き

が

ロ

シ

ア

に

投

資

す

る

際

の

問

題

と

な

っ

て

い

る

。

Ｗ

Ｔ

Ｏ

加

盟

を

契

機

に

問

題

を

改

善

し

、

海

外

の

資

本

や

技

術

を

こ

れ

ら

付

加

価

値

の

高

い

製

造

業

に

導

入

で

き

れ

ば

、

国

内

に

お

け

る

労

働

力

の

産

業

間

の

移

動

が

進

み

、

ロ

シ

ア

政

府

が

目

指

す

経

済

の

多

様

化

と

国

民

の

生

活

レ

ベ

ル

の

底

上

げ

が

現

実

味

を

帯

び

て

く

る

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

(

了

)
 

(

文

責

：

国

際

通

貨

研

究

所

経

済

調

査

部

副

部

長

 

中

村

明

)
 

き

る

ほ

ど

豊

富

な

天

然

資

源

を

持

た

な

い

。

こ

の

た

め

、

所

得

水

準

が

低

い

新

興

・

途

上

国

に

見

ら

れ

る

よ

う

に

、

農

業

が

産

業

の

中

で

大

き

な

割

合

を

占

め

る

。

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

占

め

る

農

業

の

比

率

は

18

％

と

、

他

の

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

諸

国

を

大

き

く

上

回

る

(

中

国

：

同

10

％

、

ブ

ラ

ジ

ル

：

同

５

％

、

ロ

シ

ア

：

同

４

％

い

ず

れ

も

11

年

時

点

)

。

 

 

そ

の

他

の

産

業

で

は

、

ロ

シ

ア

と

同

様

に

、

サ

ー

ビ

ス

業

の

割

合

が

大

き

く

製

造

業

の

割

合

が

小

さ

い

。

11

年

時

点

の

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

お

け

る

製

造

業

の

比

率

は

14

％

程

度

と

、

ロ

シ

ア(

同

16

％

)

と

同

程

度

で

、

中

国

(

同

30

％

)

の

半

分

弱

に

と

ど

ま

る

。

Ｉ

Ｔ

ビ

ジ

ネ

ス

や

金

融

な

ど

サ

ー

ビ

ス

業

が

経

済

を

牽

引

す

る

一

方

で

、

製

造

業

は

、

自

動

車

・

医

薬

な

ど

一

部

に

強

み

を

持

つ

業

種

を

擁

し

な

が

ら

も

、

全

体

的

に

は

力

強

く

拡

大

し

て

来

な

か

っ

た

。

 

 

製

造

業

の

存

在

が

大

き

く

な

い

理

由

の

一

つ

が

、

農

業

が

主

要

産

業

の

一

つ

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

こ

れ

ら

農

産

品

を

原

材

料

と

し

て

用

い

る

食

品

・

繊

維

な

ど

農

業

関

連

の

製

造

業

、

い

わ

ゆ

る

ア

グ

ロ

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ー

が

十

分

に

発

展

し

て

い

な

い

こ

と

で

あ

る

。

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

占

め

る

農

業

関

連

の

製

造

業

の

比

率

は

わ

ず

か

２

％

強

と

、

ア

ジ

ア

に

お

い

て

一

人

当

た

り

の

所

得

水

準

が

同

程

度

の

新

興

・

途

上

国

で

あ

る

ベ

ト

ナ

ム

や

パ

キ

ス

タ

ン(

同

比

率

は

そ

れ

ぞ

れ

約

10

％

)

に

比

べ

極

め

て

小

さ

い

。

 

 

原

因

は

、

も

と

よ

り

多

様

な

民

族

・

宗

教

・

言

語

の

国

民

が

存

在

す

る

と

い

う

イ

ン

ド

固

有

の

事

情

に

よ

り

、

統

一

国

家

を

維

持

す

る

こ

と

が

最

重

要

課

題

と

さ

れ

て

き

た

こ

と

に

あ

る

。

①

雇

用

の

確

保

、

②

小

規

模

生

産

の

保

護

、

③

地

域

間

の

均

質

的

な

発

展

な

ど

、

平

等

色

・

弱

者

保

護

色

が

強

い

政

策

が

、

成

長

・

拡

大

志

向

路

線

に

優

先

し

て

実

施

さ

れ

て

き

た

。

例

え

ば

、

労

働

法

に

よ

り

解

雇

要

因

が

厳

格

に

定

め

ら

れ

、

企

業

が

雇

用

調

整

を

行

い

に

く

か

っ

た

た

め

、

農

業

関

連

の

製

造

業

な

ど

の

労

働

集

約

型

の

製

造

業

は

育

ち

に

く

か

っ

た

。

ま

た

、

小

規

模

企

業

へ

の

配

慮

か

ら

、

特

定

製

品

の

生

産

が

小

規

模

生

産

者

に

対

し

て

の

み

許

さ

れ

る

制

度

(

生

産

留

保

制

度

)

が

導

入

さ

れ

、

大

企

業

の

参

入

が

規

制

さ

れ

た

こ

と

も

要

因

と

な

っ

た

。

こ

れ

ら

に

加

え

、

１

９

４

７

年

の

独

立

当

初

に

農

村

部

を

中

心

と

し

た

労

働

集

約

的

な

繊

維

産

業

の

振

興

が

目

標

と

し

て

掲

げ

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

誕

生

誕

生

誕

生

誕

生

10101010
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イ

ン

ド

の

イ

ン

ド

の

イ

ン

ド

の

イ

ン

ド

の

経

験

経

験

経

験

経

験

と

ロ

シ

ア

へ

の

と

ロ

シ

ア

へ

の

と

ロ

シ

ア

へ

の

と

ロ

シ

ア

へ

の

示

唆

示

唆

示

唆

示

唆

    

  

イ

ン

ド

は

、

人

口

が

中

国

に

次

ぐ

世

界

第

２

位

、

国

土

面

積

が

世

界

第

７

位

の

大

国

で

あ

る

。

１

９

４

７

年

の

独

立

以

来

、

長

い

間

比

較

的

緩

や

か

な

成

長

を

続

け

た

た

め

、

姿

が

大

き

く

歩

み

が

遅

い

様

子

を

｢

眠

れ

る

巨

像

｣

と

揶

揄

さ

る

こ

と

も

あ

っ

た

。

連

邦

議

会

と

州

議

会

の

選

挙

が

定

期

的

に

行

わ

れ

、

国

民

各

層

の

利

益

が

経

済

政

策

に

反

映

さ

れ

や

す

い

議

会

制

民

主

主

義

は

従

来

か

ら

不

変

で

あ

る

が

、

集

権

制

と

私

有

制

か

ら

成

る

国

家

主

導

色

の

強

い

混

合

資

本

主

義

は

、

91

年

の

自

由

化

・

開

放

化

転

換

後

、

徐

々

に

変

容

し

始

め

た

。

 

 

そ

の

効

果

も

あ

り

、

03

年

以

後

は

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

に

対

す

る

人

々

の

期

待

の

上

昇

と

と

も

に

成

長

ペ

ー

ス

が

加

速

し

た

。

通

年

の

実

質

Ｇ

Ｄ

Ｐ

成

長

率

が

２

桁

に

近

づ

く

局

面

が

み

ら

れ

、

こ

の

時

期

に

イ

ン

ド

の

国

際

社

会

・

経

済

に

お

け

る

存

在

感

が

高

ま

っ

た

。

し

か

し

、

11

年

以

降

、

イ

ン

フ

レ

の

進

行

に

加

え

、

財

政

収

支

お

よ

び

貿

易

・

経

常

収

支

の

赤

字

基

調

と

い

う

長

年

の

課

題

が

制

約

と

な

り

、

経

済

の

拡

大

ス

ピ

ー

ド

は

大

幅

に

低

下

し

て

い

る

。

 

 

タ

タ

・

グ

ル

ー

プ

や

イ

ン

フ

ォ

シ

ス

・

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

ズ

な

ど

国

を

代

表

す

る

大

手

企

業

が

醸

し

出

す

先

進

的

な

イ

メ

ー

ジ

と

裏

腹

に

、

イ

ン

ド

経

済

全

体

の

発

展

水

準

は

依

然

と

し

て

低

い

。

12

年

の

一

人

当

た

り

所

得

は

約

１

５

０

０

ド

ル

と

、

平

均

す

る

と

国

民

所

得

は

低

水

準

だ

。

他

の

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

諸

国

と

比

較

す

る

と

、

こ

れ

は

同

年

の

ロ

シ

ア(

約

１

万

４

０

０

０

ド

ル)

の

約

10

分

の

１

、

中

国

(

約

６

０

０

０

ド

ル)

の

４

分

の

１

程

度

で

あ

り

、

世

界

銀

行

の

定

義

で

は

低

位

中

所

得

国

に

分

類

さ

れ

る

レ

ベ

ル

で

あ

る

。

 

 

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

鉱

物

資

源

に

恵

ま

れ

た

ロ

シ

ア

と

異

な

り

、

イ

ン

ド

は

鉄

鉱

石

以

外

に

輸

出

で

 

「

し

ぼ

む

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

夢

」

 

真

偽

の

検

証

(

ロ

シ

ア

を

中

心

に)
 

ロシア解読  

第4回 


